
 

 

 

第８回 これからの附属学校のあり方を考える協議会 
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令和 ６年1１月２２日（金） 東京大学本郷キャンパス 

主催： 日本教育大学協会 

全国国立大学附属学校連盟 

後援： （一社）全国立大学附属学校ＰＴＡ連合会 

協力： 文部科学省 

 

 



ご 挨 拶 

 

 

日本教育大学協会会長   國分 充 

 

皆様方には，いつも日本教育大学協会の運営にご協力頂き，まことにありがとうございま

す。昨年１１月 22日（金），全国国立大学附属学校連盟と日本教育大学協会の共催により，「第

８回これからの附属学校のあり方を考える協議会」が，1４１名の先生方のご参加を得て，開催

されました。ご多忙の折，ご参加いただきました皆様には，こころより感謝申し上げます。 

昨今は教師不足が学校現場の喫緊を要する課題となっており，それと関連して教師の処遇改

善の必要性が強く求められております。こうした状況の中，中央教育審議会初等中等教育分科

会質の高い教師の確保特別部会の議論を経て，令和６年８月２７日に「『令和の日本型学校教

育』を担う質の高い教師の確保のための環境整備に関する総合的な方策について（答申）」が取

りまとめられました。また，公立学校においては教職調整額の引き上げや定数の改善が実施さ

れることとなりました。 

このように教師の在り方が大きく変化するなか，附属学校の今後についても，改めて考えな

ければならない時代の岐路にさしかかっているように感じております。本協会では会員校同士

で結束を図るとともに，全国国立大学附属学校連盟の皆様，全国国立大学附属学校 PTA連合会

の皆様，全国国立大学附属学校教育後援会連絡協議会の皆様とも連携を図りつつ，力を合わせ

て課題解決に向けて取り組んでいきたいと思います。 

今回は「附属学校改革の現在地」というテーマのもとで，事例発表，基調講演が行われまし

た。事例発表においては，各附属学校の有意な取組を具体的な事例とともに発表いただきまし

た。また，基調講演においては，平成 29年に報告書が出されました有識者会議の主査をお務

めになった兵庫教育大学の加治佐学長に「国立大学附属学校のこれから」として，附属学校の

存在意義について，有識者会議での議論などを踏まえた貴重なご提言をいただきました。 

行政説明では，文部科学省総合教育政策局教育人材政策課教員養成企画室の小倉基靖室長か

ら「国立大学附属学校の現状と課題」として，附属学校を巡る動向等についてご説明いただ

き，厳しい現状における，これからの附属学校のあり方について重要なご示唆をいただきまし

た。 

また，大竹 昌士 全国国立大学附属学校教育後援会連絡協議会副理事長からは，「教育後援会

運営に関するアンケートの結果について」のご説明をいただき，後援会運営にかかわって改善

及び整備を行う上で参考になる情報をご提供いただきました。 

附属学校には，一般の学校を先導する学校教育のモデルを示していくことが期待されてお

り，これまで，日本の学校教育を先導する取組を行ってきたと自負しております。今後はさら

に，大学と共に，大学と協働して，令和の学びを先導する取組を改めて進めて，附属学校に期

待されている役割を果たしていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 



ご 挨 拶 

 

 

全国国立大学附属学校連盟 理事長 木山慶子 

（群馬大学共同教育学部附属特別支援学校） 

 

この度は，第 8 回これからの附属学校のあり方を考える協議会にご参加くださりありがと

うございました。 

8 回目を迎えます今回の協議会では「附属学校改革の現在地」をテーマとして，これまでに

取り組んできた改革について，ご参加のみなさまと改革の出発点を改めて理解し，共有し，今

現在の取り組みを立ち止まって検討することを踏まえて，今後の改革の方向性について考える

機会といたしました。 

事例発表では，「地域連携，地域貢献」「働き方改革」「校種間連携」「先進教育」「人材育成」

5 つのテーマで各学校園からお話を頂戴し，今現在，附属学校園の抱える諸課題を，それぞれ

の学校園でどのように解決してきたか，解決されようとしているかを知ることができました。

発表を通して，参考にできる手立てや工夫がたくさんありました。我々にできることは，まだ

まだある，との意欲につながりました。また，ご講演では，今我々が進めている改革そもそも

の出発点を知ることができましたし，国立大学附属学校の存在意義には，(1)日本の学校教育

における存在意義と(2)設置者の国立大学法人にとっての存在意義があることや，これからの

附属園が直面するであろう状況や課題，例えば，少子化や国立大学法人の財政，国立大学（法

人）の再編・統廃合などを改めて認識することができました。その中で，我々学校園の教員が

できるとすれば，教員養成の高度化への貢献ではないか，教員の資質能力向上に附属園が一層

寄与できるのでは，とも考えました。 

この協議会に参加し，私自身，個人としても，ああそうか，そうだよね，そうするべきだよ

ね，こうしたい，などの様々な思いや考えが頭や胸の中で，あれこれとめぐり，誰かと議論し

たい気持ちになりました。そして，この協議会での新たな発見や新たな知識や考えたことを，

この協議会だけに終わらせず，ぜひ，学校園に持ち帰って，明日からの学校運営，教育活動に

活かしたいと熱い思いを持ちました。 

附属学校園の改革は，いまだ途中にあり，これからも，まだまだ続きます。社会は，急速に，

刻々と変化しており，新たな課題が浮かび上がってくるとも予想します。その時代に合わせた，

よりよい附属学校園，それは，そこに生きる子どもたちのための，教員のための，保護者のた

めの改善，よりよく，を目指して，実効性のある取組を一つ一つ，着実に進めていきたいと強

く感じました。 

改めましてみなさまのこの度の熱意あるご参加に感謝申し上げるとともに，今後の附属学校

園のますますの発展をお約束して，ご挨拶とさせていただきます。 



第 8 回 これからの附属学校のあり方を考える協議会 

 

1 開催日時 令和６年１１月 22日（金）１３：００～１６：3０ 

【受付】12 時 20 分～12 時 55 分 

 

2 開催場所 東京大学本郷キャンパス 情報学環・福武ホール 福武ラーニングシアター 

 

3  主  催 日本教育大学協会   全国国立大学附属学校連盟 

後  援 （一社）全国国立大学附属学校 PTA 連合会 

協  力 文部科学省 

 

4 テ ー マ 「附属学校改革の現在地」 

 

5 開催趣旨   私たちは，これまで「国立教員養成大学・学部，大学院，附属学校の改革に

関する有識者会議報告書」（平成２９年８月）において指摘された課題等に

ついて，附属学校改革をめざし，真摯に取り組み改善してきた。この「これ

からの附属学校のあり方を考える協議会」も，一昨年度は「公共性の向上を

めざす附属学校」，昨年度は「附属学校のガバナンスのありかた」をテーマ

に開催し，今年度で 8回目となる。 

しかしながら，まだその改革は十分でないという事例も聞こえてくる中

で，改めて，今附属学校改革の現在地について考えてみたい。そのため今回

は，改革の出発点となった有識者会議において，主査としてとりまとめをさ

れた兵庫教育大学学長加治佐哲也氏からご講演をいただくとともに，全国

の先進事例の実践報告等により，今後の方向性について考える機会とする。 

 

6 参加対象 附属学校担当理事・副学長，学部長，附属学校部長またはその職に準ずる方，

附属学校からは校園長，副校園長，教頭，主幹教諭またはその職に準ずる方，

全附Ｐ連役員またはその職に準ずる方，全附後連役員またはその職に準ずる

方 

 

7 日  程 

【開会】13:00～  

挨拶    日本教育大学協会長（東京学芸大学長）  國分 充 

    来賓挨拶  （一社）全国国立大学附属学校 PTA 連合会会長  桑名 良尚 様 

 

【事例発表】13:15～ 

①【地域連携，地域貢献】 「16 市町村の教育長訪問を生かした地域貢献活動」 

             新潟大学附属長岡小学校 校長   山崎 勝之 先生 

 



 

②【働き方改革】 「働きやすさ」と「働きがい」が感じられる職場づくりを目指して 

香川大学教育学部附属幼稚園 副園長 九郎座 仁美 先生 

 

③【校種間連携】 「校種間連携について,本地区における実践」 

東京学芸大学附属竹早中学校 主幹教諭 上園 悦史 先生 

 

④【先進教育】  「生成 AI活用の可能性」 

大阪教育大学附属池田中学校 副校長 辻本 堅二 先生 

 

⑤【人材育成，教育実習の在り方】「業務改善に伴う教育実習のあり方」 

    大阪教育大学附属池田小学校 副校長 奈良 真行 先生 

 

【基調講演】14:25～（含質疑応答） 

兵庫教育大学 学長 加治佐 哲也 先生   

（「国立教員養成大学・学部，大学院，附属学校の改革に関する有識者会議」

主査） 

 

【休  憩】15:25～ 

 

【文部科学省・説明】15:35～ 

文部科学省総合教育政策局教育人材政策課教員養成企画室長 小倉 基靖 様 

 

【全附後連・説明】16:10～                     

「教育後援会運営に関するアンケートの結果について」 

全国国立大学附属学校教育後援会連絡協議会理事長 寺本 俊彦 様 

 

【閉会】16:20～ 

挨拶 全国国立大学附属学校連盟 理事長 木山 慶子 

 

 

司会・進行 全国国立大学附属学校連盟・特別企画委員会委員長 

（兵庫教育大学附属小学校・中学校 校長） 冨田 明徳 

 



第８回「これからの附属高校のあり方を考える協議会」記録 

 

概要 

主 催  日本教育大学協会・全国国立大学附属学校連盟 

日 時  11月 22日（金）12時 20分～16時 30分 

場所・会場 東京大学本郷キャンパス 情報学環・福武ホール 

テーマ  「附属学校改革の現在地」 

 

事例発表 

①【地域連携・地域貢献】「16市町村の教育長訪問を生かした地域貢献活動」 

 （新潟大学附属長岡小学校校長 山崎勝之氏） 

・令和元年から地域貢献研修会を実施している 

・幼小接続・小中連携として（「保育のとびら」「学びのとびら」）を実施 

・現職教職員の研修拠点として研究会分散開催，YouTube配信，オンライン協議会を開催 

・オンライン研修会（「教師力アップセミナー」，「ふらっと長岡」）を開催 

 

②【働き方改革】「働きやすさ」と「働きがい」が感じられる職場づくりを目指して 

 （香川大学教育学部附属幼稚園副園長 九郎座仁美氏） 

・短期指導計画（週案）を見直し，子どものねらいと保護者のねらいを記載 

・保育記録は翌日の保育に活かせるようにし，情報発信に活用している 

・指導計画・記録・情報発信が保育の充実に直結している 

 

③【校種間連携】「校種間連携について，本地区における実践」 

 （東京学芸大学附属竹早中学校主幹教諭 上園悦史氏） 

・幼小中の連携のキーワードとして，各校種の共通の要素が「主体性」であった 

・連携委員会を組織し，連携研究会において竹早地区全教員で議論し，深化と共有を図った 

・社会科では育てたい子ども像の共通理解をはかり，目標レベルでのすり合わせを行った 

・「未来の学校みんなで創ろう。プロジェクト」で学校・地域・企業と連携して，学校シス

テムを変革する教育実践を行った 

 

④【先進教育】「生成 AI活用の可能性」 

 （大阪教育大学附属池田中学校副校長 辻本堅二氏） 

・生成 AIを英語の授業に活用し，教員の時間的負担の軽減につなげている 

・事前指導で生成 AIの性質，学問的誠実性，個人情報の扱いについて理解し，提示された

テーマについて自身の力で英作文した後，生成 AIを用いて書き直す（改善のヒントを AI

に求める） 



⑤【人材育成，教育実習の在り方】「業務改善に伴う教育実習のあり方」 

 （大阪教育大学附属池田小学校副校長 奈良真行氏） 

・教育実習の効率化の内容について，安全教育を含めて話された 

・教育実習期間において，時間内でできることを原則にしている（退勤時間の徹底，記録作

成，学生の事務作業時間の確保，指導案の作成，授業本数など） 

・教育実習期間に不審者対応訓練を実施し，未来の教員の危機管理意識を高めている 

 

基調講演「国立大学附属学校のこれから」 

（兵庫教育大学長 加治佐哲也氏） 

・附属学校の研究成果があまり活用されていない，と思われがちだが，そうではない。特に

公立学校教員の育成（たとえば公立→附属→もどって指導主事など）への貢献を，もっと

自信をもって語ってよいのではないか 

・公立の研究開発学校と比べてどうなのか，一緒にやるとどうだろうか，という点 

・附属校長は専任化されるべきだと考える。 

・現状では，附属は保護者に選ばれている。その観点からは存続は大丈夫。しかし大学が維

持できるかは別問題。 

 

【質疑】 

Q：附属学校をまとめて統括するための大学の中の組織についての質問 

A：組織を作っても機能していないということは，つまりまだ余裕があるということ。それ

でやれているということだから。附属だけで対応できない状況になっていないということ。

ただし，問題は危機管理。大きな問題が生じた時にどう対応するか。附属だけで対応できな

いだろうから。ひとつの附属の問題が全国の附属の問題になりうる。 

 

事後アンケート 

【所属】 

・大学，附属学校園関係者が多数をしめている(86.9%)。 

・テーマによっては，保護者を含むステークホルダーの参加を促してもよい。 

 

【事例発表】 

・各テーマの事例発表は，これからの附属学校園のあり方を考えるために有効な設定であっ

た(肯定的回答 100%)。 

・テーマに沿った各附属学校園の先進的な取組は，情報共有のみならず各学校園での取組に

生かせるヒントになったと考えられる。 

 

 



【基調講演】 

・基調講演は，これからの附属学校園のあり方を考えるために有効な設定であった(肯定的

回答 97.3%)。 

・有識者会議の内容，それを受けた今後の課題等の話がわかりやすく有効であったと考えら

れる。 

 

【文部科学省の説明】 

・文部科学省の説明は，これからの附属学校園のあり方を考えるために有効な設定であった

(肯定的回答 100%)。 

・国（文部科学省）としての考え方やデータに基づく現状等がわかりやすく，今後の学校園

の取組の指針になり得たと考えられる。 

 

【全附後連】 

・全附後連の説明は，これからの附属学校園のあり方を考えるために有効な設定であった

(肯定的回答 92.1%)。 

・教育後援会等の実情について，各学校園で異なっている状況やその問題点を共有すること

は，コンプライスの視点から各学校園の運営に有意義な示唆になり得たと考えられる。 

 

【開催時間】 

・今回は平日開催であったこともあり，３時間３０分の開催時間は適当であったと考えられ

る。 

 

【開催形式】 

・今回の形式（対面形式，後日ビデオ配信）とハイブリッド（対面＋オンライン）を合わせ

ると 97.3% 。 

・対面は優先される形式である。ネットワークや機器等のトラブルを考えるとオンラインは

避けたいが，テーマによってはオンラインを取入れてもよいかもしれない。 

 

【開催時期】 

・１１月（今回と同様，原則平日開催）とわからないを合わせると 89.5% 。 

・6月の総会と同時開催も考えられるが，その場合は前年度からの準備となる。また，会を

運営する役員が欠けることも考えられる。学校等のぬけにくさはあるが，昨今の働き方改

革等も鑑みると，この時期の平日開催を継続させる方向で考える。 

 

【次年度以降の課題】 

・協議会なので，協議をする時間があってもよい。また，ある程度，課題は見えているので，



それを本協議会として，どう解決するのかという方向性が見えるとよいのではないか。 

・講演の後には質疑応答の時間，また，他附属の教員を含め参加者同志が交流できる時間が

あればよいのではないか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例発表 
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 基調講演  
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 事後アンケート  



第 8回「これからの附属学校のあり方を考える協議会」事後アンケート結果 

令和６年１１月２２日 実施 n=36 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・大学，附属学校園関係者が多数をしめている(86.9%)。 

 ・テーマによっては，保護者を含むステークホルダーの参加を促してもよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・各テーマの事例発表は，これからの附属学校園のあり方を考えるために有効な設定であった(肯定的

回答 100%)。 

 ・テーマに沿った各附属学校園の先進的な取組は，情報共有のみならず各学校園での取組に生かせる

ヒントになったと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・基調講演は，これからの附属学校園のあり方を考えるために有効な設定であった(肯定的回答 

97.3%)。 

・有識者会議の内容，それを受けた今後の課題等の話がわかりやすく有効であったと考えられる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

・文部科学省の説明は，これからの附属学校園のあり方を考えるために有効な設定であった(肯定的回答 

100%)。 

・国（文部科学省）としての考え方やデータに基づく現状等がわかりやすく，今後の学校園の取組の指

針になり得たと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全附後連の説明は，これからの附属学校園のあり方を考えるために有効な設定であった(肯定的回答 

92.1%)。 

・教育後援会等の実情について，各学校園で異なっている状況やその問題点を共有することは，コンプ

ライスの視点から各学校園の運営に有意義な示唆になり得たと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今回は平日開催であったこともあり，３時間３０分の開催時間は適当であったと考えられる。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今回の形式（対面形式，後日ビデオ配信）とハイブリッド（対面＋オンライン）を合わせると 97.3% 。 

・対面は優先される形式である。ネットワークや機器等のトラブルを考えるとオンラインは避けたいが，

テーマによってはオンラインを取入れてもよいかもしれない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・１１月（今回と同様，原則平日開催）とわからないを合わせると 89.5% 。 

・6月の総会と同時開催も考えられるが，その場合は前年度からの準備となる。また，会を運営する役員

が欠けることも考えられる。学校等のぬけにくさはあるが，昨今の働き方改革等も鑑みると，この時期

の平日開催を継続させる方向で考える。 

 

 

８．本協議会に対するご意見等があれば，お書きください。 ※黄マーカーは今後の課題  

   

・実践発表等，大変参考になりました。ありがとうございました。 

・お疲れ様でした。協議会ですので，協議をする時間をつくっていただきたいです。実践発表を２つくら

いにして，パネルディスカションにし，附属学校園のあり方について協議会として提言を採択するとい

うような流れも考えられるかと思います。文科の室長や学長はアドバイザーとしての役割で適宜入っ

ていただくようにすることも考えられるのではないでしょうか。ある程度，課題は見えているので，そ

れを本協議会として，どう解決するのかという方向性が見えるとよいと思いました。 

・各附属学校園の事例を複数聞くことができ，参考になりました。ありがとうございました。 

・お世話になりました。引き続きがんばります。 

・事例発表はいずれも素晴らしい取組だと思いました。刺激になりました。 

・基調講演も興味あるが，国や文科省の方針等生の話を聞いたり，他附属校の先生方と交流する時間があ



ればよいと思った。 

・全国の先進的な実践を聞くことができ，たいへん有意義な会でした。また，基調提案や文科省の方から

の話から，自校でどんなことができるのか大学と校園と連携し考えていきたいと思います。貴重な資

料・会の運営等準備にご尽力された先生に敬意を表します。ありがとうございました。 

・非常有意義な会でした。運営ありがとうございます。 

・講演の後には質疑応答の時間が欲しい。また，自主的なものも含め，参加者同志が交流できる時間が欲

しい。 

・４の質問の回答ですが，帰りの新幹線の都合で話を聴くことができなかったため「わからない」と回答

しています。 

・ありがとうございました。とても有意義な時間となりました。本校でも直ぐに取り組めることは来週か

らやろうと思います。発表者の方と運営に携わった先生方に感謝します。ありがとうございました。 

・いろいろな視点を再認識することができ，大変充実した時間でした。ありがとうございました。 

・内容はとても参考になることが多く，これからの附属について考える示唆をいただくことができまし

た。学校へ戻って，各附属の先生方と共有させていただきます。 

・今回初めて参加させていただき，どの講演も有意義な内容でよかったです。このことを自校で一つでも

活かせるように学校経営を考えて行きたいと思いました。 

・自校の適正な学校運営のチェックや確認のため，また情報交換，情報共有のため本協議会でたくさんの

ことを学ぶことができます。今後ともよろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当日アルバム  



当日アルバム 

会場のようす 
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